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研究成果の概要（和文）：食育支援を目指して、咀嚼力と食行動および運動能力との関連につい
て検討した．小学 6年生 171 名を対象に、直接的咀嚼力（チューインガム法）と自記式質問紙
調査票から得られた食行動および新体力テストから得られた運動能力との関連性について検討
した．その結果、咀嚼力の高い者は、食への期待感および野菜の摂取頻度が有意に高く、運動
能力を構成する握力平均、上体起こし、長座体前屈、反復横とびおよびボール投げの基本的な
体力要素との関連性が示され、咀嚼力と食行動および運動能力との関連性が示唆された． 
 
研究成果の概要（英文）：To investigate the relationships between the ability of 
mastication and physical fitness, and between the ability of mastication and 
dietary behavior in children, I examined these parameters using the data of 
sugar elution rate, physical fitness and athletic ability survey, and 
self-administered questionnaire on dietary behavior on 171 sixth grade 
children. The sugar elution rate was the index of the ability of mastication 
and was evaluated by the chewing gum method. The results of self-administered 
questionnaire on dietary behavior were used as an index of dietary behavior. 
Physical fitness was evaluated by the physical fitness and athletic ability 
survey of the Ministry of Education, Culture, Sports, Science, and Technology, 
Japan. Regression analysis revealed that the sugar elution rate had 
significantly positive correlations with the mean grip strength, sit-up, 
sit-and-reach, repetition side steps, and ball throw. The results of 
self-administered questionnaire on dietary behavior revealed that the sugar 
elution rate was significantly higher in children, who had high expectation 
of food intake and high frequency of vegetable intake, than those with lower 
parameters. These results suggest that the ability of mastication correlates 
with physical fitness and dietary behavior in children. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、子どもの体力は長期的に低下傾向に
ある 1)． 文部科学省は、体力を人間の発達・
成長を支え「生きる力」の極めて重要な要素
であるとし、体力低下傾向に歯止めをかける
べく、子どもに－よく食べ、よく動き、よく
眠る“健康 3 原則”(調和のとれた食事、適
切な運動、十分な休養・睡眠)の徹底－を提
案し、家庭と学校での健全な食生活への取組
の充実を求めている．先行研究 2)では、良好
な咬合状態と健康観および運動能力との関
連性について報告しているが、咀嚼力との関
連性についての検討は加えられていない．子
どもたちのバランスの良い栄養摂取や健全
な食生活確保および食行動を支えるには、食
べ方の視点から良好な口腔内環境の整備が
必要不可欠であり、食べ物を美味しく味わっ
て食べるためには、よく噛んで食べることが
できる口腔機能としての咀嚼力の育成が重
要課題である． 
 
２．研究の目的 

本研究は、学童期における子どもの咀嚼力
と食行動および運動能力との関連性につい
て明らかにすることを目的とした． 
 
３．研究の方法 

近畿圏内の小学校に通う 6 年生 171 名 
(男児 88 名、女児 83 名)を対象に、咀嚼力と
食行動との関連性について検討した．運動能
力との関連性については、文部科学省小学校
学習指導要領の新体力テストの結果が得ら
れた小学 6年生 55 名(男児 26 名、女児 29 名)
を対象とした． 

 
(1)自記式質問票調査 

日常の食行動の調査は自記式質問票を用
いた．森本の生活習慣指数 3) の項目を参考に、
朝食摂食状況、噛む意識、食への関心度、健
康意識、日常の挨拶行動、学校の楽しさ感の
程度などの食および生活行動を含めた 29 項
目を「あてはまる」｢ややあてはまる｣「あま
りあてはまらない」「あてはまらない」の 4
件法により選択させた．回収率は 100%であっ
た． 
 
(2)咀嚼力の測定 

①直接的咀嚼力の測定 
摂食行動時における咀嚼力を評価する

直接的咀嚼力は、チューインガム法 4) を用

いた．(株)ロッテ社製キシリトール 100%
ガム（(ロッテ(株)製 1.7g/個 
1.66±0.04g ガム中のキシリトールの割合
は 76.5%)を 40 秒間自由咀嚼した際、溶出
する糖量の割合(溶出糖量（%）5) を測定し
た． 

 
②間接的咀嚼力の測定 

対象者の咬合状態を評価する間接的咀
嚼力は、GC 社製の咬合力感圧フィルムデン
タル  プレスケールⓇ50H タイプ Rを用
い、咬合力測定システム
OccluzerⓇFPD703(同社製)により、咬合面
積(Area)、平均咬合圧(Ave)、最大咬合圧
(Max)、咬合力(Force)を測定した．測定時
は、対象者にデンタルプレスケールⓇのシ
ートを咬頭嵌合位で最大かみしめ状態で
噛むよう指示し、数回試行させた後、デー
タを採取した． 

 
(3)運動能力の測定 

新体力テストは、小学校学習指導要領 6) 

に基づき、平均握力、上体起こし、長座体
前屈、反復横とび、持久走(20m シャトルラ
ン)、50ｍ走、立ち幅跳び、ボール投げの 8
種目のテスト結果を項目別得点表 7) から
1-10 段階で得点化し、評価した． 

 
(4)統計処理 

2 群間の平均値の比較は t 検定を行い、
咀嚼力と運動能力との関連性は、ピアソン
の相関係数を用い、咀嚼力と新体力テスト
項目との関連性は、重回帰分析を行った．
統計ソフトは SPSS Ver.14 を用い、危険率
5%未満を有意とした． 

 
(5)倫理的配慮 

本研究は静岡県立大学短期大学部研究倫
理委員会の承認(20-10)を受けており、対象
校の学校長の了解のもと、年間の保健事業の
一環として実施した．また、対象となった児
童およびその保護者には、口頭および文書で
本研究の主旨を伝え、インフォームドコンセ
ントが得られた者を対象者とした． 
 
４．研究成果 
(1)研究結果 

①対象者の咀嚼力 
対象者の咀嚼力の結果を表 1 に示す．対象

者の溶出糖量（%）は 60.4±7.1％、咬合面積



は 6.5±3.9mm2、最大咬合圧は
108.0±12.7Mpa、平均咬合圧は 46.9±7.4Mpa、
咬合力は 296.1±165.6N、肥満度(日比式)8、9)

は 2.0±15.9％で、性差は認められなかった． 
 

 ②咀嚼力と食行動との関連性 

食行動を良否において 2群に分け、咀嚼力
との関連性についてｔ 検定を用いて検討し
たところ、「食事を楽しみにしている」群と
その他、野菜の摂取頻度（昼食は除く）で「1
日に 2回以上」の群と「1日に 1回以下」の
群、肥満度で非肥満群(<20％)と肥満群
(≧20%)に溶出糖量（%）に有意差が認められ
た(p <0.05、p <0.01)(表 2)． 

 
 ③対象者の新体力テストと咀嚼力 

新体力テストの結果が得られた 55名(男児
26 名、女児 29 名)のテスト種目の得点と咀嚼
力の結果を表 3 に示す．咀嚼力で性差は認め
られなかった． 

 

 ④咀嚼力と新体力テストとの関連性 
溶出糖量（%）と握力平均、上体起こし、

長座体前屈、反復横とびおよびボール投げは、
それぞれ有意な正の相関が認められた
(p<0.05) (表 4)．新体力テスト種目について、
ステップワイス法による重回帰分析を行っ
たところ、長座前体屈に有意な関連が示され
たが、決定係数 R2は 0.105 と小さく、予測精
度 は 低 い こ と が わ か っ た ( β =0.324       
p <0.05)．そこで、相関が認められた新体力
テストの 5項目の得点をまとめ基礎的な体力
とし、平均＋1SD 群と平均－1SD 群に分類し
検討したところ、平均＋1SD 群が平均－1SD
群に比べ、溶出糖量(%)が有意に高値を示し、
基礎的な体力は溶出糖量（%）に影響を与え
ていた。(表 5)． 

 

(2)考察 
近年、食生活の問題の弊害が、子どもの身

体的、メンタル面および社会的側面に影響を
及ぼす 10)とされ、食への期待感は、家庭での
保護者の食を選択する行動および調理行動
が影響する 11) と村井らは述べている．ヒト
は家族あるいは集団での共食を基本とし、心
の発達および人間形成を行い、味の共有によ
る連帯感が生まれ、食を通じて五感の啓発と
発見、基礎的な味覚の識別と表現、さらにお
いしさと味の多様性を学習し、食に対する楽
しさや期待感を持つとされ 12)、川崎 13)は共食
や食卓が安らぎの場になることが子どもの
心の健康につながることを報告している．本
研究結果からも食事に対する期待感と溶出
糖量（％）とに関連性が示されことからも、
咀嚼力と食行動との係わりを示唆している
といえる。家族で食卓を囲んでの団欒や楽し
い雰囲気そして共食の体験が、味とともに記

憶され影響することから、家庭をはじめ学校
給食時において、食事に期待感を持つことが
できる食環境の整備が求められる．野菜の摂
取頻度との関連は、野菜摂食時に得られる歯
ごたえ感等による咀嚼力の育成が推測され、
野菜摂取頻度が高い食環境は、保護者の食や
栄養バランスに対する関心度に影響される
と推察される．子どもの食環境の整備ととも
に保護者への食に関する情報発信が重要で
あると考えられる。また、肥満度との関連に
おいても、非肥満者は有意に溶出糖量(%)が
高く、先行研究 14) を支持する結果が得られ
た． 

運動能力との関連性は、赤尾ら 15) は 3 日/
週以上運動習慣がある群は咬合力が高い傾
向を示すと報告しており、深井ら 2) は、中学
時期において総咬合力の大きな者は、スポー
ツテストのすべての競技において優れてい
ると述べている．また、咬合能力は、重心動
揺と粗大運動、平衡感覚、微細運動、活動性、
運動習慣に有意な関連性 16、17)が認めらており、
中禮 18)は、噛みしめによって最大握力の増強
だけを求めるのであれば、握力発揮中に噛み
しめを併行することで十分に効果が得られ
るとしている．しかしながら、先行研究にお
ける咀嚼力の評価は咬合力および最大咬合
力であり、日常の摂食時における咀嚼力では
ない．吉野ら 19) は、溶出糖量に着目し、握力
および運動習慣と咀嚼力との関連を示して
いる．本研究結果では、平均握力に加え、上
体起こし、長座体前屈、反復横とびおよびボ
ール投げに関連が認められ、日常の摂食時お
ける溶出糖量（%）と運動能力との関連性が
明らかとなった．新体力テストの反復横と
び・ボール投げは敏捷性を、平均握力と上体
起こしは瞬発力を、長座体前屈は柔軟性 20) を
示し、それらと溶出糖量（%）と有意な正の
相関が認められたことから、咀嚼力と運動能
力を構成する基本的な体力要素との関連性
が示された． 

 
(3)結論 

本研究では、咀嚼力と食行動および運動能
力との関連を明らかにすることを目的とし
て、直接的咀嚼力である溶出糖量（%）を指
標として用い、食行動および新体力テストか
ら得られた運動能力との関連性について検
討した．その結果、咀嚼力の高い者は、食へ
の期待感および野菜の摂取頻度が高く、運動
能力を構成する基本的な体力要素との関連
性が示唆された． 
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表 1．対象者の咀嚼力と肥満度 

変数 性差

溶出糖量 (％) 61.7 ± 6.20 62.0 ± 6.48 61.5 ± 5.91 N.S.

Area (mm
2
) 6.30 ± 3.60 6.40 ± 3.69 6.17 ± 3.53 N.S.

Max (Mpa) 108 ± 12.4 107 ± 13.1 110 ± 11.5 N.S.

Ave (Mpa) 47.0 ± 7.60 46.0 ± 7.76 47.9 ± 7.39 N.S.

Force (N) 291 ± 157 288 ± 156 294 ± 160 N.S.

肥満度
(日比式）

(％) 1.46 ± 16.0 3.39 ± 16.1 -0.59 ± 15.7 N.S.

ｔ検定

全体
(N=171)

(mean±SD)

男児
(N=88)

(mean±SD)

女児
(N=83)

(mean±SD)

 
 
 
表 2．食行動および肥満度と咀嚼力の関連性 

溶出糖量（％） 62.9 ± 6.7 60.8 ± 5.6 62.3 ± 6.2 59.0 ± 5.7 62.1 ± 6.1 59.0 ± 6.5

t検定　*p <0.05  **p <0.01

非肥満(20%未満)

(N=149）

(mean±SD)

肥満(20%以上)

(N=22)

(mean±SD)

日比式肥満度
*

食事が楽しみ
（N=77)

(mean±SD)

その他
（N=94)

(mean±SD)

食事への期待感
*

2回以上/日

（N=143)

(mean±SD)

1回以下/日

（N=28)

(mean±SD)

野菜の摂取頻度
**

 
 
 



 

表 3．対象者の運動能力と咀嚼力 

新体力テスト種目 得点

平均握力 (点) 6.85 ± 1.81 7.10 ± 1.58 6.63 ± 1.99

上体起こし (点) 7.59 ± 2.01 8.07 ± 1.69 7.18 ± 2.20

長座体前屈 (点) 6.41 ± 1.83 6.52 ± 1.46 6.31 ± 2.11

反復横とび (点) 6.11 ± 1.36 6.53 ± 1.63 5.74 ± 0.95

20mシャトルラン (点) 5.74 ± 1.35 6.00 ± 1.20 5.50 ± 1.46

50m走 (点) 6.24 ± 1.90 6.68 ± 1.79 5.89 ± 1.94

立ち幅跳び (点) 4.52 ± 1.47 4.79 ± 1.52 4.29 ± 1.40

ボール投げ (点) 7.29 ± 1.77 8.03 ± 1.73 6.67 ± 1.57

咀嚼力 変数 性差

溶出糖量 (％) 61.6 ± 7.03 62.8 ± 6.90 60.5 ± 7.08 N.S.

Area (mm
2
) 9.71 ± 4.94 9.73 ± 5.20 9.70 ± 4.78 N.S.

Max (Mpa) 114 ± 10.3 113 ± 10.8 115 ± 10.0 N.S.

Ave (Mpa) 47.1 ± 5.22 46.0 ± 3.70 48.0 ± 6.19 N.S.

Force (N) 450 ± 217 443 ± 228 456 ± 211 N.S.

全体(N=55)
(mean±SD)

男児(N=26)
(mean±SD)

女児(N=29)
(mean±SD)

 
 
表 4．新体力テストと咀嚼力との関連性 

 平均握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび 20mシャトルラン 50m走 立ち幅跳び ボール投げ

溶出糖量(％） 0.28
*

0.28
*

0.32
*

0.29
* 0.14 0.15 0.26 0.29

*

Area 0.02 -0.07 -0.03 -0.04 0.07 -0.10 0.06 0.14

Max 0.15 0.32
* 0.18 0.02 -0.02 0.19 0.15 0.15

Ave -0.02 0.21 0.07 -0.08 0.07 0.20 0.19 -0.21

Force -0.01 -0.03 -0.03 -0.06 0.09 -0.05 0.11 0.12

平均握力 ― 0.23 0.50
**

0.49
** 0.22 0.23 0.32

*
0.44

**

上体起こし ― 0.32
*

0.39
**

0.48
**

0.48
**

0.52
**

0.30
*

長座体前屈 ― 0.45
** 0.26 0.36

**
0.38

**
0.33

*

反復横とび ― 0.57
**

0.40
**

0.36
**

0.50
**

20mシャトルラン ― 0.72
**

0.52
**

0.35
**

50m走 ― 0.49
**

0.37
*

立ち幅跳び ― 0.30
*

ボール投げ ―

*p <0.05 **p <0.01
 

 

表 5．基礎的な体力と咀嚼力との関連性    

基礎的な体力

平均+1SD(N=11) 66.5 ± 7.9 10.1 ± 3.7 116 ± 10.6 46.3 ± 4.4 463 ± 156

平均-1SD(N=10) 57.0 ± 6.7 10.1 ± 4.4 108 ± 15.2 45.3 ± 6.2 461 ± 222

* p < 0.05

溶出糖量*
(%)

(mean±SD)

Area

(mm
2
)

(mean±SD)

Max
(Mpa)

(mean±SD)

Ave
(Mpa)

(mean±SD)

Force
(N)

(mean±SD)

 

 
 
 

基礎的な体力=34.4±6.2 (Mean±SD) 


